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沖縄県では，観光客の高いレンタカー利用率に伴う交通渋滞や路線バスの定時性低下が課題

となっている．本稿では，観光 2 次交通結節点「北谷ゲートウェイ」の実証運用を対象に，公

共交通利用および観光周遊への効果を検証した．その結果，那覇エリアと美浜エリアを結ぶバ

スは 13 便から 39 便へ増加し，北谷ゲートウェイを発着するバスの利用者数は約 1 年 8 か月で

4.2 倍となったほか，観光客の交通手段に占める路線バスの割合が増加した．さらに，公共交

通を軸とした新たな観光周遊モデルの形成が確認され，交通結節点が新たな交通サービスの導

入や広域交通ネットワークの形成を促す基盤となる可能性が示された． 
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１．背景・目的 

沖縄県は鉄軌道などの基幹的な公共交通が脆弱で

あり，県民はマイカー，観光客の多くはレンタカー

を利用している．そのため，那覇市が位置する本島

中南部エリアでは慢性的な交通渋滞が発生してい

る．また，交通渋滞により路線バスは定時性の確保

が難しく，公共交通の利便性低下がさらなるレンタ

カー利用を招くという悪循環が指摘されている． 

このような状況から，公共交通を活用した観光周

遊の実現に向けた観光 2 次交通の充実，利便性向上

が重要な課題となっている． 

本事業では，国際通りに次いで観光客の立ち寄り

が多い，観光拠点エリアである美浜アメリカンビレ

ッジがある北谷町美浜地区を対象に，観光客の移動

行動の転換を目的とした観光 2 次交通結節点「北谷

ゲートウェイ」を実証的に設置した．那覇空港・那

覇市街地から路線バスで来訪した観光客が，無料周

遊バスやシェアモビリティ等へ円滑に乗り継げる環

境を整備するとともに，案内機能や待合機能を集約

することで公共交通による観光周遊を支援した． 

本稿では，北谷ゲートウェイの実証運用による公

共交通利用への転換可能性を検証するとともに，観

光地における交通結節点が観光客の移動利便性およ

び観光周遊性に与える効果を明らかにし，沖縄県に

おける観光 2 次交通施策への有効性を考察する． 

 

 

２．北谷ゲートウェイの概要 

本島中部に位置する北谷町美浜駐車場の一部（約

250 台分）を活用し，令和 6 年 7 月 25 日より実証

運用を開始した．沖縄県による実証事業として，那

覇空港から北谷ゲートウェイまでの直行バス（令和

7 年 3 月以降は民間事業者により自走化）を運行

し，美浜アメリカンビレッジ周辺のホテル等を結ぶ

無料周遊バスを連携させるとともに，交通アテンダ

ントによる案内，シェアサイクルやカーシェアの導

入等，多様な交通手段への接続を実現した．さらに

令和 7 年 9 月には，北谷ゲートウェイから本島北部

の主要観光地（ジャングリア沖縄，沖縄美ら海水族

館）への直行バスを運行し，広域的な観光動線の形



成を図った．本事業は，観光客の移動需要に応じて

路線バス・周遊バス・シェアモビリティ等を一体的

に接続することで，公共交通を軸とした観光周遊モ

デルを構築した点に特徴がある． 

 
図-1 北谷ゲートウェイのレイアウト 

 

 
図-2 北谷ゲートウェイ路線バスのりばの様子 

 

 

３．期待される効果（仮説） 

 本事業では，観光客が利用する公共交通の利便性

が低く，高いレンタカー利用率につながっているほ

か，観光に利用できる広域交通ネットワークが確立

されていないという課題に対し，観光客の移動拠点

として多様な交通サービスを結節させることによ

り，公共交通利用の利便性向上と観光周遊の促進を

目的として，北谷ゲートウェイを設置した．本研究

では，交通結節点の設置が観光客の移動行動や地域

交通に与える影響について，以下の仮説を設定し，

その妥当性を実証結果に基づき検証する． 

 

仮説１：北谷ゲートウェイの整備により，路線バス

の新規路線運行や増便が促進され，公共交

通の利便性が向上する． 

仮説２：北谷ゲートウェイを介した主要観光地への

アクセス向上により，公共交通利用への転

換が促進される． 

仮説３：公共交通を軸とした新たな観光周遊モデル

が形成される． 

 

 

４．事業効果の検証 

（1）評価方法 

 前項で立てた仮説は以下の評価指標によって評価

する． 

表-1 各仮説に対する評価指標 

仮説１ バス運行本数の変化，利用者数 

仮説２ 利用者の公共交通利用割合（利用者ア

ンケート結果） 

仮説３ 利用者の移動経路分析（利用者アンケ

ート結果） 

 

 なお，利用者アンケートについては，北谷ゲート

ウェイ設置前の令和 5 年度に実施した「美浜アメリ

カンビレッジエリアの移動の利便性向上に向けたア

ンケート（令和 6 年 3 月～4 月調査実施）」の結果

と，令和 7 年度に実施した「沖縄県・北谷町の観

光・交通の利便性向上に向けたアンケート（令和 7

年 12 月～令和 8 年 1 月調査実施）」の結果を評価指

標とする． 

 

（2）検証結果 

a）仮説１について 

北谷ゲートウェイ設置前の令和 6 年 7 月と令和 8

年 3 月を比較すると，那覇空港・那覇市街地と美浜

エリアを結ぶバスは 13 便から 39 便へ増加した．ま

た，実証期間中に新たに路線バスが乗り入れを開始

したことにより，令和 8 年 3 月時点では 3 社 5 路線

が北谷ゲートウェイへ乗り入れている． 

北谷ゲートウェイを拠点として運行を開始した東

京バス TK05 系統では，利用者数が約 1 年 8 か月で

4.2 倍に増加 1)した．このことから，供給面だけで

なく需要面においても公共交通利用の拡大が確認さ

れた． 



 
図-3 東京バス TK05 系統の 1 便あたりの利用者数 

 

これは交通サービスの供給拡大に加え，交通結節

点として乗継ぎ機能や案内機能が強化されたことに

より，公共交通を利用しやすい環境が形成されたた

めと考えられる． 

以上より，交通結節点の整備は公共交通ネットワ

ークの充実および利用利便性の向上に寄与してお

り，仮説 1 は概ね支持されたと考えられる． 

 

b）仮説 2について 

国内県外客を対象とした令和 5 年度調査および令

和 7 年度調査を比較すると，美浜アメリカンビレッ

ジへの行き・帰りの交通手段は，「レンタカー」が

84.3％から 80.8％へ 3.5 ポイント減少し，「路線バ

ス・リムジンバス」が 12.7％から 16.7％へ 4.0 ポイ

ント増加した 1)． 

 
図-4 北谷ゲートウェイ実証前後の移動手段の変化 

この結果から，観光客の交通手段に一定の変化が

生じており，公共交通利用割合の増加が認められ

た．この背景には，北谷ゲートウェイを中心とした

交通サービスの充実や乗継ぎ環境の改善が影響した

可能性がある．ただし，交通手段の選択には他の要

因も影響すると考えられるため，北谷ゲートウェイ

の設置のみを要因と断定することはできない． 

以上より，公共交通利用への転換は一定程度確認

され，仮説 2 は概ね支持されたと考えられる． 

 

c）仮説 3について 

令和 7 年 9 月から運行を開始した「北谷アドベン

チャーハイウェイバス」により，北谷ゲートウェイ

から本島北部の主要観光地への新たな移動手段が提

供された． 

利用者アンケートでは，北谷アドベンチャーハイ

ウェイバス利用者の 93％が路線バスを利用して美

浜エリアを訪れ，89％が帰路についても路線バスを

利用していた 1)．これは，「空港・那覇市街地―北

谷ゲートウェイ―本島北部」という公共交通を軸と

した広域的な観光移動が行われていたことを示して

いる． 

 
図-5 北谷アドベンチャーハイウェイバス利用者の美浜

アメリカンビレッジエリアに来るまでの移動手段 

 
図-6 北谷アドベンチャーハイウェイバス利用者の美浜

アメリカンビレッジエリアから帰りの移動手段 

従来はレンタカー利用が前提となっていた本島北

部への観光において，交通結節点を介した公共交通

による観光周遊モデルが成立したことは，本事業の

大きな成果である．また，北谷ゲートウェイが単な

る乗継地点ではなく，那覇空港・那覇市街地と北部

を結ぶ広域観光ネットワークの結節点として機能し

たことが示唆された． 

以上より，公共交通を軸とした新たな観光周遊モ

デルの形成が確認され，仮説 3 は支持されたと考え

られる． 
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（3）研究成果 

本研究の結果から，交通結節点の整備は，単に既

存の交通サービスを集約するだけではなく，新たな

路線の導入や既存路線の増便を促すとともに，路線

バス，周遊バスおよびシェアモビリティ等の接続性

向上を通じて，公共交通を活用した観光周遊の実現

に寄与することが確認された． 

特に，本事業では交通結節点そのものを実証的に設

置したことに加え，交通サービスを面的に連携させ

たことが，観光客の移動行動の変化につながったも

のと考えられる．従来はレンタカー利用が前提とな

っていた本島北部への観光についても，「那覇空

港・那覇市街地―北谷ゲートウェイ―本島北部」と

いう公共交通を軸とした移動経路が形成され，新た

な観光周遊モデルとして一定の有効性が示された． 

また，本研究では，交通結節点は既存交通を接続

する受動的な施設ではなく，新たな交通サービスの

導入や交通ネットワークの形成を促す基盤として機

能する可能性が示された．北谷ゲートウェイを拠点

として新たな路線の運行や既存路線の充実が図られ

たことは，交通結節点が交通需要と交通サービスを

結び付けるプラットフォームとして機能し得ること

を示す結果である． 

一方で，本研究では公共交通利用割合の変化を確

認したものの，その変化が北谷ゲートウェイの整備

のみに起因することを示すものではない．また，交

通量や渋滞状況への影響については検証対象として

いないため，レンタカー依存の低減や交通渋滞の緩

和効果については，今後さらなる検証が必要であ

る． 

本研究で得られた知見は，北谷町に限らず，観光

地における交通結節点整備や公共交通ネットワーク

の再編を検討する他地域においても活用可能な知見

であると考えられる． 

以上より，北谷ゲートウェイは観光地内の乗継拠

点にとどまらず，那覇空港・那覇市街地と本島北部

を結ぶ広域的な観光ネットワークを形成する交通結

節点として機能し，沖縄県におけるレンタカー依存

からの転換を支える交通結節点整備の有効なモデル

となることが期待される． 

 

 

５．今後の展望 

本実証事業により，北谷ゲートウェイを中心とし

た公共交通ネットワークの形成が，公共交通利用の

促進や観光周遊モデルの構築に一定の効果を有する

ことが確認された．一方で，交通結節点の整備が周

辺交通環境へ及ぼす影響については，さらなる検証

が必要である．特に，北谷ゲートウェイとして活用

している美浜駐車場（一般車駐車場）の利用状況や

周辺交通への影響について継続的に把握・評価し，

交通結節点としての適正な規模や運用方法を検討し

ていく必要がある． 

これらの実証結果を踏まえ，北谷ゲートウェイに

ついては，本格整備に向けた検討を進めることとな

った．今後は，既存の公共交通との接続性向上に加

え，本島内の主要観光地との結節強化や広域的な交

通ネットワークの形成を図ることで，公共交通を軸

とした観光周遊のさらなる充実を目指す． 

さらに，本事業で得られた知見は，北谷町のみな

らず，那覇空港周辺を含む本島中南部エリアにおけ

る渋滞緩和と観光利便性向上を両立する交通施策と

して展開できる可能性を有している．交通結節点を

核とした交通ネットワークの構築は，「沖縄県観光

におけるレンタカー依存からの転換」という社会的

課題に対する応用可能性の高い手法である． 

今後は，本実証事業で得られた知見を活用し，沖

縄県内の主要観光地における交通結節点整備と公共

交通ネットワークの充実を推進することで，レンタ

カー依存からの転換に向けた持続可能な観光交通体

系に寄与することが期待される． 
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